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アンモニア接触分解触媒 

1. はじめに 

アンモニアは水素密度が高く炭素を含まな

いことからエネルギーキャリアとしての利用

が期待されている 1)。燃料電池への適用を見

据え、電気分解、接触分解等のアンモニアか

ら水素を製造する技術の研究が盛んに行われ

ている 2)。アンモニア分解触媒の活性金属と

して、Ru、Ni、Co、Fe 等が知られており、中

でも Ru は低温で高活性を示す。本稿では、

Ru および非貴金属触媒を用いてアンモニア

分解を検討している最近の例を紹介する。 

2．ルテニウム触媒 

アンモニア分解反応では①N-H の連続的な

解離に続き②窒素の会合脱離により進行する

という推定反応機構に基づき、一般的に低温

では②が律速段階とされている 3)。 

東工大の細野、原ら 4)は、アンモニア合成

に Ru 担持エレクトライド触媒が有効である

ことを報告しており、その展開としてアンモ

ニア分解についても報告している。エレクト

ライドを担体として使用することにより Ru

と N の結合が弱まり、低温でアンモニア分解

が進行することを報告している。 

大分大の永岡ら 5)は、Ru を Pr6O11に担持し

た触媒がアンモニア分解に対し低温高活性で

あることを報告しており、担体の塩基性が重

要であることをCO2-TPDにより明らかにした。

さらに、同触媒に対し促進剤としてアルカリ

金属の添加も検討し、活性の序列が Cs > Rb > 

K > Na となることも明らかにした。このよう

なアルカリ金属もしくはアルカリ土類金属添

加による活性向上の機構について、Ru の構造

変化および電子的な効果いずれに起因するの

か様々な報告例があり、結論は出ていない 6)。 

3．非貴金属触媒 

 活性金属の中では Ru が最も低温で高活性

を示すことが知られているが、Ru は高価であ

るため、非貴金属元素を用いることが好まし

いと考えられている。 

京大の江口ら 7)は、ペロブスカイト構造を

有する LaNiO3 を還元処理することにより、

La2O3 に Ni が高分散担持された触媒を調製し、

Ru フリーで低温アンモニア分解を促進でき

ることを示した。 

大連理工大の Guo ら 8)は、Fe 触媒とプラズ

マ処理を組み合わせた検討を行い、400℃程度

でアンモニアを分解できることを示した。触

媒表面に強く吸着していた N が、プラズマ処

理により効率的に取り除かれることによるも

のだと主張している。 
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